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?、? 色　の　罎　星
口’siトgG・エイ｝5ケン　R．　o．∠tttんe几
　A・H・ジヨィ教授は「亘星と綾星」と題する興味深い文に於いて「漁度は高
いけれど，からだは小さく，非常に密度の大きな白色の綾南のグル1プ」といふ
ものに就いて簡箪乍ら論及して居るし，：叉イザベル・M・レウイス夫人と，アド
リヤン・ヴン・マ1ネン博士は，此の著名なグループの3個のメンバが有つ著し
い特徴を詳細に述べ，叉，いろんな数値が如何なる大さや密度に基くかといふ
計算の方法を略述して居る，然し乍ら，最近になって，この少数の既知の白色
繧星に，新しいものが増し加へられたので，叉々，興味が復活して，讃者の中
には，再び白色媛星に就いて，最新の讃明は如何なるものであるか，叉，｝特に
密度の大きなものに與へられた明確な数値は如何に誰されたかを，要求して居
られると思ふ．
　實際問題として，一kの研究の本質は，星に依って相違がある．又，或る場
合には，現に研究中の星に幽する直接な襯測のデイタによって，大鷹に推論出
回るのである．
　叉，多くの普通の：巨星や，繧星の観測に基く統計的な關係や，概括又は理論
的な考察に基づいて居る，読手洋画會の曲行誌の1935年十二月號にはG・P・カ
イバ氏が「既知の最小星」といふ題のもとに記述した．　シリウス星の件皐と
A．C．＋70．8247星は，此の二つの極端な例讃の説明に，與って力がある．
　星の名で既にわかる様に，シリウス星の件尾は，…連星系の，比較的小さい白
星であり，馴化ひにも，此の星系は吾・々が充分に槻測当法るから，軌道心素や
羽差又は彼我の距離は極めて正確に解って居る．其れ故にケプラの獲面した調
和法則の御蔭で此の星系の質量も，太陽の3倍であるといふ風に確言すること
が口恥る．此の二星の質量比率帥ち2．5封1は，白星の引力に依って生するシリ
ウス星の固有運動の周期白化の槻測に基づいて，殆んど同程度の正確さで決定
を見た．實際，此の件星の存在は，之等の「揖動」から，ベセルによって豫言
され，オルヴン・G・クラーク氏が，止の小さい星を重継するすつと以前に，崖
系の公蒋周期の長さは頗る正確に推定されたのであった．斯くて，シリウスの
質量：は太陽の質：量と殆んど等しいものと確言が出來るのである．
　シリウス星が杢天に於いて削回的に彊く輝くので，伴星の見掛けの光度を直
接に測定したり，叉，伴星のスペクトル型の観測には困難が加はる．尚ほ，⊥！ヒ
うした見地からの誤謬を胃さないやうに，吾々は特別な注意を挑ふ必要があ
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る．凝し，とにかく測定は可能であるし，見掛け上の凡ゆる光度の研究は，ヰ
ルソン山天：文峯の弧力な器械に基づく最近の研究をも参考にすれば，此の微慌
星をシリウス星自讃の僅か一萬勢の一の明るさ≧決定するに諸家の意見の一致
を見たといふ一例外がある．此の結果に花を持たせる事が出鼻るし，叉，スペ
クトル型は，揺りに奎くでなくとも，此の斗星が，シリウス星自動ほどに純輝
白色のものではないにしても，とにかく白色星の一一種であるFO型よりも，
少しばかり「早期」のであるといふことも確責である．
　之迄計算されたデイタは，凡てシリウスの星系の直接観測と共に，大部分は
件星のそれ自艦の観測に因るものであることを三曹することが出來る．然し乍
ら星の距離を知る必要があるとはい岱，密度の計算は直接の測定が不可能であ
る．袋では一一般の星のスペクトル型と温度との間と，温度，絶封光度及び図鑑
との聞に過去20ケ年以内に構i誰された關係を基とする必要がある．之は統計的
な關係ではあるが，　もっと直接的な方法で試験出黙る場合には合理的にチャン
と…致して居る．
　シリウ．ス伴星のスペク1・ル型に相當する温度は，撮氏にして8，000度であり，
叉，絶封光度（見掛け上の光度と親好とから計算する）と止の温度と結合すれ
ば，此の星は海王星の直輕よ・りもやN小範園の47，0⑪O粁の有無となる．然し，
此の件星の質量は實の所，、太陽に等しV・のだから，密度は水の4，000倍以上と
思、はれる．
　しかし，幸ひにも，之れとは猫立した方法で此の驚嘆すべぎ結，果を叉立讃す
る事が出纏る．ラセル氏の言を引用すると「一般相封性理論に依れば，彊力な
る車力面から獲する光波は，明らかに星辰の内部室間に逃避して弱められる」
此の攣移の量は星の質量に比例し，直脛に反比例して攣るので，同質量の大き
な太陽よりもシリウス件星に序しては一一層それが大きV・．同様に赤色に壁移す
るのは，後退する光線蓮動に依って生する．叉，箪一な星の場合には，一般に
此の二つの結果を別々に分離することが不可能事である．然し，此の實例で
は，明るい星の光線速度と黒星の軌道運動の擬測から，光線速度の計算が出來
る．斯様にして，此の件星の光と，シリウス星から放散する光の屈折の影響を
認めて，ヰルソン由のアダムス氏と，後に到ってハミルトン山のムア氏とは，
此の理論からの諫言と殆んど丁度等レい残差（residual）即ち相樹性赤色攣移
の値の獲見に…致を見た．斯くしてシリウス蕩蕩の雇大なる密度は立派に確立
を見たのである．
　グリニチ天文蔓の天髄窮眞の目鋒にあるカイバ氏の“＋70。8247”星の演歌や
密度の知識は，　筆者が述べた檬に，　理論的研究や統計的概括に與って力があ
る．⊥［・ヒの還は1箇であって，連星ではない．1箇の星の直接観測から導く現在の
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理論に適はしい唯一のデイタは，見揖け上の光度と等差（それから維封光度）
及びスペク1・ル型である．此の星の質：量も，直径も，直接擬測からは求める事
は出來ない．
　又，見掛け上の光度は愼重に評定されて居る，然し，覗差の勲はカイバ氏が
指摘する様に，それ程正確には解って居ない．實際，之れには約20％の誤差が
あるとして，此の誤差は同じ割合で絶封光度の値にも影響を與へる．叉，スペ
クトルは登く普通なものである．蓋し，スペクトルの各線は，それぞれ大層即
くて，引際には連績スペクトル中に浩失して居る．本統の所，吐のスペクトル
型の決定は，麻績スペク1・ルの示す野馬に基づかねばならぬ．カイバ氏は此の
準が0。型に沸するものとの決定の理由を述べてみる．若し，熱りに之れが正鵠
を得て居るとすれば，カイバ氏が，其の温度として採用してみる十寸28，0009の
値は合理的なものである．此の値と，絶封光度の測定値と相侯って，其の直径
が，シリウスの伴星と同じやうなものであると推定されて居る，直接にスペク
トルの解繹に基づく温度の假定値は，妥では批判の的となる，假りに温度が高
すぎるとすれば，巳ljち，スペクトルの型が實際にBか，叉はAでありさへす
れば，アダムス氏とハマソン氏等が「普通のスペク1・ルに基因するどの星系に
分類されるかどうかは疑問明してみるが，大鐙A型にだとして居る」此の星
は白色斗星で，直程は可成り大きい星である．蔭りに，物質の手分均子の重量
が解って居るものとすれば，チャンドラ・セカ1ル氏の白色綾星の直写（図り
に最終の雄馬にあるものとして）と質量との理論的な研究に基づく相：互關係に
依ってのみ，此の質量は最後的に測定が出刷る．カイバ博士は亭均随として認
められるものを採用して居る。
　斯くして求めた最後の結果として，吐の星の直御は地球の大略二分の一，質
量は太陽の2．8倍，密度は水の36，00e，000倍に大型近いことが解った．不幸に
も，此の場合に密度に無關係な計算をする爲，相封冊原理による赤色攣移を用
ふる事は出來ない．
　勿論　カイバ博士は，愼重に，結果の根底をなす假定を凡て指摘し，叉，其
の假定が正しいと考へられるべき理由を述べて居る．假りに，この假定を正し
いものとすれば，假定より導入される結果も亦正しい筈である，然し前述のこ
とよりして，星自判の直接槻測よりも，寧ろ．一般の統計上，並に理論上の關係
に重きを置いて居るのは明白である．然し，假りに，今興へられて居る歎値を今
後大V・に改める必要が鋼明するとすれば，斯様な白色綾瀬に就いて知られて居
る結果に依って，少くとも性質上正しいものとの推定される天理物理群団の近
代的な研究方法力と，大括の寸寸性に亡しては、確かに注脚すべき説明ではあ
る。（第165頁へ）
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　も・う一つは，創を頭上にふり上げられ，r如意實珠がなくて，人差し指と中指
を立てて，大佛さんの手の如くしておられ，相貌は憤怒の色が表はれて借る．
　も一．一一一つは古る書物で見たのがあるが，妙見菩薩の座像右肩に蓮の花があり，
劇先を上にした北斗七星が其の蓮の花の上に書かれてあるのがあった．結局！曾
の話により北辰妙見菩薩は明かに北極星にして北斗七星に非ざる事を確信した
次第であ’る．
　因に，吉浦町の漁師は北極星を「北の子の星」吐か「北極」とか呼び，北斗
七星を明かに・「みょうけんぼし」（妙見星）と呼んでみる．
後記呉市吉浦町の歩歩哲郎君より上記の調査書が届いたので，本誌上に護
　表することNした．妙見菩薩は日蓮宗にて祭られ，特に關西の能勢の妙見
　が有名である．叉，北辰菩隣とも，奪尊王とも云ひ，北極星を佛格化した
　ものである．國土守護，衆生濟度，天災地攣の除災，延命，眼の治病など
　に之を祭る．其の修法を妙見法，或は北斗法と云ふのである．日蓮宗以外
　に虞言宗，天台宗にても之を祭るが，宗派により，妙見の意義や形像を異
　にして居る．天台の三井寺など庵は，妙見は北極星と北斗七星との総構で
　あるとして居るやうだが，東密（東寺密教）では妙見は北斗七星を別物と
　して取扱ふ様である．薄草訣と云ふ書によれば「妙見法≧北斗法とは開合
　の不同なり．合する時は妙見と云ぴ開く時はゴ囹≠云ふ」とある．何れに
　せよ，準安朝の頃，最澄，室海などによって我國に傳來せられたものらし
　く，其の淵源は支那道教に賛して居る様である．我が上代の星辰崇拝喫の
　　・頁として，今後の研究を要するものと思ふ．
（S．1．生）　（皇華［土2601年9月15日誌）
（第144頁よ　り）
　絡りに，此の白色簸星の桁外れの密度は，物質の基本的な性質の近代的な概
念と全く一致するものであるとの論を繰り返しても，不適當だとは思へない．
若し，ガス欣態にある原子が，大にイオン化し，割ち，外部の殆んど凡ての電
子を剥ぎ取るとすれば，原子の残飴や，自由電子は，極めて墜搾され，其の結
果として出來上る質量は依然としてガスの儘である．恐らく斯様な状態は．ア：／
タ1レス星の様な赤色超俗星を除けば，太陽や凡ての恒星の中心に存在して居
るのだらう．叉，ある理由の爲に，明らかに白色三豊の殆んど全容積の中に存
在して居ると見るべきである．（AS・P・Leaflet　87，佐登見謁
